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国࣭道の動ࡁ及び前回会議࡛の議論を踏ࡲえた計⏬の構成等ࡘい࡚ 

                            め概要㸦ᖹ成「8ᖺ度全国医政関係主管課長会議㸧ࡲࡾ検討会ࠖ意見のࡿ関す医療計⏬の見直し等ࠕ 

◆ ་療࣭介護連携ࡘいて 

 ○地域医療構想や護保険

事業計⏬整合性ࢀࡀ

⏫市う、都道府県ࡼࡿ

村の協議の場を設置ࠋ 

◆ 指標ࡘいて 

 ○都道府県ࡈとࠊ次་療圏

客ࢆ་療提供体制ࡢとࡈ

観的比較ࡿࡍたࠊࡵ共通

ࢆ現状把握ࡿࡼ指標ࡢ

実施ࠋ 

◆ 㸳疾病࣭㸳業及び在宅

་療ࡘいて 

 ○引ࡁ続ࡁ現状の５疾病࣭

５事業及び在宅医療ࡘ

い࡚、重点的ྲྀ組ࡳを

推進ࠋ 

 ࠋ実施ࢆࡋ見直࡞必要ࠊ等ࡋ見直ࡢ名称ࡢ心血管疾患ࠖへࡢ心筋梗塞等ࠕࡽ急性心筋梗塞ࠖࠕ○

◆ そࡢ他 

 ○ࣟコモテࣈシンド࣮ࣟムࣝࣞࣇࠊ等ࡘいてࠊࡣ他ࡢ関連施策と調整ࢆとࠊࡽࡀ࡞ࡾ疾病予防࣭介護

予防等ࢆ中心ࠊ་療࣭介護ࡀ連携ࡋた総合的࡞対策ࢆ講ࡇࡿࡌとࡀ重要ࠋ 

 海道地域医療構想ࡘい࡚㸦ᖹ成「8ᖺ1「月策定㸧                           

◆ 策定ࡢ趣᪨ 

○ᖹ成」7㸦「0「5㸧ᖺいわゆࠕࡿ団塊ࡢ世代ࠖࡀ全て75歳以上とࡿ࡞中ࠊ་療ࡢあࡾ方ࠕࠊࡣ地域完結型ࠖࡢ

་療重点ࢆ移ࡋていく必要ࡀあࠋࡿ 

○地域་療構想ࡣ་療ࡢあࡾ方や人口構造ࡢ変対応ࠊࡋバランスࡢ取ࢀた་療提供体制ࢆ構築ࡇࡿࡍと

病床機ࠊ向けて実現ࡢそࠊࡶととࡿࡵ定ࢆ必要量ࡢとࡈ機能༊分ࡢ病床ࡿけ࠾ᖹ成」7ᖺࠊࡋ目指ࢆ

能ࡢ分及び連携ࡢ促進等ࡢ施策ࡢ方向性ࢆ示ࠋࡢࡶࡍ 

◆ 必要とࡿࢀࡉ病床数ࡢ推計㸦床㸧      ◆ 在宅་療等ࡢ་療需要㸦人㸧 

札幌༊域 
「015ᖺ 

7月現在 

「0「5ᖺࡢ

病床推計 
差 

 
札幌༊域 「01」ᖺ 「0「5ᖺ 差 

高度急性期 4,185 」,91」 「7「  在宅་療等 「」,608 44,509 ▲「0,901 

急性期 14,591 10,951 」,640   うち訪問診療 14,19」 「」,576 ▲9,」8」 

回復期 「,1」1 8,9「」 ▲6,79「 ※札幌༊域：札幌市ࠊ江別市ࠊ千歳市ࠊ恵庭市ࠊ広

島市ࠊ石狩市ࠊ当別⏫ࠊ新篠津村 

○回復期病床ࡀ不足ࠊ急性期病床等ࡢࡽ転換ࡀ必要 

○在宅་療需要増加へࡢ対応ࡀ必要 

慢性期 11,7」0 11,999 ▲「69 

未報告等 6「9 ― 6「9 

合計 」」,「66 」5,786 ▲「,5「0 
 

 㸦仮称㸧さࢁࡱࡗ未来医療プランࡘい  ࡚                             

◆ 計⏬の構成 

 ○㸳疾病࣭㸲業及び在宅་療関ࡿࡍ取組みࢆ重点的推進ࠋࡿࡍ 

 ［㸳疾病：ࠊࢇࡀ脳卒中ࠊ心筋梗塞等ࡢ心血管疾患ࠊ糖ᒀ病ࠊ精神疾患］ 

 ［㸲業：救急་療ࠊ災害་療ࠊ周産期་療ࠊ小児་療］ 

○計⏬ࡢ目標等㸦新ᪧ比較㸧ࡣ資料㸰－㸰ࡢとࡾ࠾ 

◆ 検討時の着眼点㸦重点検討課題㸧 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 後の主࡞検討ࢫケࢪュ࣮ル 

第㸱回 
㸦ᖹ成「9ᖺ㸳月「」日㸧 

計⏬名称࣭理念࣭目標ࡢ検討ࠊ㸲業及び在宅་療ࡈとࡢ་療提
供体制ࡢ検討 

第㸲回 
㸦ᖹ成「9ᖺ㸴月予定㸧 

㸳疾病ࡈとࡢ་療提供体制ࠊ保健་療施策ࠊ་療ࡢ安全ࡢ確保ࡢ
検討 

第㸳回 
医ᖹ成「9ᖺ㸵月予定㸧 

計⏬ࡢ推進体制と進行管理ࡢ検討ࠊ計⏬㸦案㸧ࡢ検討 

第6回 
医ᖹ成「9ᖺ㸶月予定㸧 

計⏬㸦案㸧ࡢ検討࣭確定 
 

 

地域の医療機能の適ษ࡞ศ࣭連携ࡿࡼ 

ษࢀ目࡞い医療ཷࡀけࡿࢀࡽ効率的࡛質の高い医療提供体制の構築 

※་療計⏬作成ࡢ趣᪨㸦་療計⏬作成指針 

㸦Ｈ24.3.30厚生労働省་政ᒁ長通知㸧㸧 

地域医療構想の推進 地域医療の担い手の 

安定的࡞確保 

医療࣭護࣭福祉の

連携強 

市民への効果的࡞ 

情報提供 

市民の健康࡙くࡾや疾病予防 

 の推進ࡳ組ྲྀ࡞自主的ࡿ関す


